
様式３

　

　

　都市内に風力発電設備を設置するにあたり，風力タービン翼の風切り音等の駆動音を低減するこ
とが望ましい．本研究では，垂直軸風力タービン翼を回転軸方向に螺旋変形させた，垂直軸ヘリカ
ル風力タービンについて，タービン翼に幅広い螺旋角条件を与えた際の垂直軸風力タービンの特性
把握を目的に実施した．
　垂直軸揚力型風力タービンに，回転軸方向に螺旋変形させた翼を適用し，その時に生じる空力騒
音について計測を実施した．翼型にはNACA0018 を使用し，翼弦長は50mm としている．螺旋角は0
deg，60 deg～210 deg (30 deg 刻み)，360 deg の8 条件の翼を用いた実験を行った．螺旋翼の製
作には3Ⅾプリンタを活用し，PLA 材を用いた．この時，翼形状により翼重量に差が生じないよう，
３D プリンタの充填率を調整している．空力騒音計測時には，風切り音を生じさせる翼周辺の流れ
について条件を一致させるため，風車回転数をモーターで固定値に調整している．
　風車空力騒音の計測結果から．風車翼条件を２～4枚と変化させても，どの翼枚数条件においても
空力騒音は減少した．またこの空力騒音低減効果は，翼枚数の増加と共に，より顕著に表れた．こ
の計測結果と，翼枚数の増加は空力騒音の発生場所が増えることに繋がることから，翼枚数が増え
るにつれ，螺旋形状への変更効果がより顕著に表れたと考えられる．
　しかしその一方で，モーターによる回転トルクを与えずに，同一風速条件下における各螺旋角条
件での風車回転性能を計測したところ，ほとんどの螺旋角条件下で回転性能も向上したものの，
360degの場合は大きく回転性能が劣化する結果となった．この回転数の劣化は，翼の螺旋条件が過
大になったことで翼同士の周辺気流が相互干渉をはじめ，その結果として干渉抗力が増加し他ので
はないかと推察される．すなわち螺旋角の増加は空力騒音に有効であるものの，その一方で過大の
螺旋角条件となると回転性能の劣化が生じるため注意が必要であるということが実験的に示せた．
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